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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クレジットカードの発行手続を行うクレジットカード発行サイト、および、通常のクレ
ジット利用限度額でのクレジットカード番号決済を行うクレジットカード決済手段と、か
んたん決済管理番号を利用してかんたん決済管理番号決済を行う、前記クレジット利用限
度額より低い額に設定されたかんたん決済管理番号決済手段を有し、顧客ＩＤとパスワー
ドを用いてログインするかんたん決済サイトを備え、クレジットカード発行会社側に設け
られた基幹サーバーと、
前記クレジットカードの加盟店であり、小売りまたはサービス提供サイトおよび前記かん
たん決済管理番号決済またはクレジットカード番号決済のいずれかを選択するための決済
手段選択サイトを備えた加盟店端末と、
クレジットカードの申込み、および決済を行う顧客が操作する顧客端末を備え、
前記顧客端末は、
顧客端末演算回路と、
該顧客端末演算回路からの指示を受けて画像を表示するモニターと、
メールアドレスデータを記憶したメールアドレス記憶部と、
クレジットカード申込用アプリケーションソフト、および前記かんたん決済サイトにログ
インするためのかんたん決済ログイン用アプリケーションソフトを記憶するためのアプリ
ケーションソフト記憶手段と、
メール用アプリケーションソフトを記憶した送受信手段と、
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申込者である顧客の属性情報等を含む申込データを入力するための入力手段を備え、
前記加盟店端末は、前記顧客端末のモニターに表示する、前記クレジットカードの発行申
込用の発行申込バナー、および前記かんたん決済を選択するための決済用バナーを記憶す
るバナー記憶手段を備え、
前記基幹サーバーは、更に、
前記加盟店端末を介して前記顧客端末から送られてきたデータから該顧客端末のメールア
ドレスデータを記憶するメールアドレス記憶手段と、
前記顧客端末から送られて来た申込データに基づき自社情報によるカード発行について自
動審査を行い、「可」、「不可」、「保留」の判断を行う自社自動審査用処理部と、
前記自社自動審査用処理部における判断が「可」または「保留」の判断であったとき、前
記申込データに基づき外部照会による自動審査を行う外部自動審査用処理部を備え、
前記顧客端末演算回路は
前記アプリケーションソフト記憶手段から読み出したクレジットカード申込用アプリケー
ションソフトにより、前記モニターに、申込者データ入力用のカード申込画面を表示し、
申込者である顧客がこの画面から申込データを入力してのカード申込みを行ったとき、
前記基幹サーバーは、前記申込みデータを受信し、前記メールアドレスデータを前記メー
ルアドレス記憶手段に記憶させると共に、前記申込データに基づき前記自社自動審査用処
理部によりカード発行についての自動審査を行い、「可」または「保留」の判断であった
とき、その顧客に付いてのかんたん決済管理番号およびこのかんたん決済管理番号に紐付
けられた顧客ＩＤを発行するとともに、前記顧客ＩＤの通知とかんたん決済が可能である
ことの通知を、顧客端末に行い、
この自社自動審査用処理部での自動審査で、その判断が「可」または「保留」の判断であ
ったとき、更に、前記外部自動審査用処理部をして、前記申込データに基づき自動審査を
行い、クレジットカードの発行を承認したとき、その顧客についてのクレジットカード番
号を発行し、
前記基幹サーバーは、顧客が前記顧客端末を使用して、前記かんたん決済ログイン用アプ
リケーションを通じて前記かんたん決済サイトにログインしたとき、当初は、前記かんた
ん決済管理番号決済手段およびクレジットカード番号決済手段のうち、かんたん決済管理
番号決済手段を優先して使用して決済手続を行い、一方、所定の条件が整ったとき、かん
たん決済管理番号決済手段の優先使用からクレジットカード番号決済手段を優先的に使用
するように設定する決済手段選択部を備えている
ことを特徴とするクレジット管理システム。
【請求項２】
　前記外部自動審査用処理部での自動審査が、カード発行を承認したとき、この自社自動
審査用処理部からの指示により、実際のクレジットカードを発行し、かつ顧客に発送する
ための発行・発送処理部を更に備える請求項１のクレジット管理システム。
【請求項３】
　前記発行・発送処理部により発送されたクレジットカードを顧客が実際に受け取ったか
どうかを確認するため、顧客端末のモニターに表示するためのカード受取確認画面を記憶
したカード受取確認画面記憶手段を備えている請求項２のクレジット管理システム。
【請求項４】
前記カード受取確認画面が、カードを受け取っていない旨を指示する未受け欄、カードを
受け取った旨を指示する受取欄、および受け取ったクレジットカード番号のうち少なくと
も下４桁を入力する入力欄を備えている請求項３のクレジット管理システム。
【請求項５】
顧客が、前記カード受取確認画面の前記入力欄に、受け取ったクレジットカード番号のう
ち少なくとも下４桁を入力するとともに、前記受取欄を操作して、クレジットカード受取
の意思表示をしたとき、前記決済手段選択部は、かんたん決済管理番号決済手段の優先使
用からクレジットカード番号決済手段を優先的に使用するように設定する請求項４のクレ
ジット管理システム。
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【請求項６】
　前記決済手段選択部は、前記発行・発送処理部がクレジットカードを発送してから所定
日数が経過したとき、かんたん決済管理番号決済手段の優先使用からクレジットカード番
号決済手段を優先的に使用するように設定する請求項２のクレジット管理システム。
【請求項７】
クレジットカード発行会社の代わりに決済の代行を行う代行社側に設けられ、前記基幹サ
ーバーと加盟店端末に接続された代行社サーバーを更に備えている請求項１～６のいずれ
かのクレジット管理システム。
【請求項８】
　前記顧客端末が、多機能携帯電話機である請求項１～７のいずれかのクレジット管理シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クレジット管理システムに関し、特に、決済方法に特徴のあるクレジット管
理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
近年は、ｅコマースと呼ばれる電子商取引（バーチャルショップによる）が盛んに行われ
ており、その商取引（購買）の決済には、クレジットカードを使用しての態様が多い。
従来、クレジットカードについては、金融、クレジット業界において、店舗サービスカウ
ンタでの即時発行、ＡＴＭでの無人発行、ビューロで発行したカードを最速で届ける至急
発行等が活発に行われている。
【０００３】
　ところで、近年においては、例えば、特開２０１３－１７８６９５号公報に示されてい
るように、申込者は、在宅等において、パソコン等を用いてインターネットを介してクレ
ジットカードの発行申込を行うことが多くなっている。また、このクレジットカード発行
手続は、前記ｅコマースのサイト内で行われることも多くなっている。
【０００４】
しかしながら、このようにパソコン等を用いてクレジットカードの発行申込を行った場合
、発行されたクレジットカードは、一般に申込者に郵送等によって届けられることが多く
、申込者がクレジットカードをすぐに入手したい場合には不便であり、上記のようにｅコ
マースによる購買の場合には、申込みをしても、その購買の決済には間に合わない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１７８６９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は、ｅコマースで購入し、クレジットカードをインターネットで申し込
んだ際、クレジットカードが手許に無くとも、あたかもクレジットカード払いのように後
払いが可能なクレジット管理システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的は、本発明の下記（１）～（８）の構成のクレジット管理システムにより達
成される。
（１）
　クレジットカードの発行手続を行うクレジットカード発行サイト、および、通常のクレ
ジット利用限度額でのクレジットカード番号決済を行うクレジットカード決済手段と、か
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んたん決済管理番号を利用してかんたん決済管理番号決済を行う、前記クレジット利用限
度額より低い額に設定されたかんたん決済管理番号決済手段を有し、顧客ＩＤとパスワー
ドを用いてログインするかんたん決済サイトを備え、クレジットカード発行会社側に設け
られた基幹サーバーと、
前記クレジットカードの加盟店であり、小売りまたはサービス提供サイトおよび前記かん
たん決済管理番号決済またはクレジットカード番号決済のいずれかを選択するための決済
手段選択サイトを備えた加盟店端末と、
クレジットカードの申込み、および決済を行う顧客が操作する顧客端末を備え、
前記顧客端末は、
顧客端末演算回路と、
該顧客端末演算回路からの指示を受けて画像を表示するモニターと、
メールアドレスデータを記憶したメールアドレス記憶部と、
クレジットカード申込用アプリケーションソフト、および前記かんたん決済サイトにログ
インするためのかんたん決済ログイン用アプリケーションソフトを記憶するためのアプリ
ケーションソフト記憶手段と、
メール用アプリケーションソフトを記憶した送受信手段と、
申込者である顧客の属性情報等を含む申込データを入力するための入力手段を備え、
前記加盟店端末は、前記顧客端末のモニターに表示する、前記クレジットカードの発行申
込用の発行申込バナー、および前記かんたん決済を選択するための決済用バナーを記憶す
るバナー記憶手段を備え、
前記基幹サーバーは、更に、
前記加盟店端末を介して前記顧客端末から送られてきたデータから該顧客端末のメールア
ドレスデータを記憶するメールアドレス記憶手段と、
前記顧客端末から送られて来た申込データに基づき自社情報によるカード発行について自
動審査を行い、「可」、「不可」、「保留」の判断を行う自社自動審査用処理部と、
前記自社自動審査用処理部における判断が「可」または「保留」の判断であったとき、前
記申込データに基づき外部照会による自動審査を行う外部自動審査用処理部を備え、
前記顧客端末演算回路は
前記アプリケーションソフト記憶手段から読み出したクレジットカード申込用アプリケー
ションソフトにより、前記モニターに、申込者データ入力用のカード申込画面を表示し、
申込者である顧客がこの画面から申込データを入力してのカード申込みを行ったとき、
前記基幹サーバーは、前記申込みデータを受信し、前記メールアドレスデータを前記メー
ルアドレス記憶手段に記憶させると共に、前記申込データに基づき前記自社自動審査用処
理部によりカード発行についての自動審査を行い、「可」または「保留」の判断であった
とき、その顧客に付いてのかんたん決済管理番号およびこのかんたん決済管理番号に紐付
けられた顧客ＩＤを発行するとともに、前記顧客ＩＤの通知とかんたん決済が可能である
ことの通知を、顧客端末に行い、
この自社自動審査用処理部での自動審査で、その判断が「可」または「保留」の判断であ
ったとき、更に、前記外部自動審査用処理部をして、前記申込データに基づき自動審査を
行い、クレジットカードの発行を承認したとき、その顧客についてのクレジットカード番
号を発行し、
前記基幹サーバーは、顧客が前記顧客端末を使用して、前記かんたん決済ログイン用アプ
リケーションを通じて前記かんたん決済サイトにログインしたとき、当初は、前記かんた
ん決済管理番号決済手段およびクレジットカード番号決済手段のうち、かんたん決済管理
番号決済手段を優先して使用して決済手続を行い、一方、所定の条件が整ったとき、かん
たん決済管理番号決済手段の優先使用からクレジットカード番号決済手段を優先的に使用
するように設定する決済手段選択部を備えている
ことを特徴とするクレジット管理システム。
（２）
　前記外部自動審査用処理部での自動審査が、カード発行を承認したとき、この自社自動
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審査用処理部からの指示により、実際のクレジットカードを発行し、かつ顧客に発送する
ための発行・発送処理部を更に備える前記（１）のクレジット管理システム。
（３）
　前記発行・発送処理部により発送されたクレジットカードを顧客が実際に受け取ったか
どうかを確認するため、顧客端末のモニターに表示するためのカード受取確認画面を記憶
したカード受取確認画面記憶手段を備えている前記（２）のクレジット管理システム。
（３）
前記カード受取確認画面が、カードを受け取っていない旨を指示する未受け欄、カードを
受け取った旨を指示する受取欄、および受け取ったクレジットカード番号のうち少なくと
も下４桁を入力する入力欄を備えている前記（３）のクレジット管理システム。
（５）
顧客が、前記カード受取確認画面の前記入力欄に、受け取ったクレジットカード番号のう
ち少なくとも下４桁を入力するとともに、前記受取欄を操作して、クレジットカード受取
の意思表示をしたとき、前記決済手段選択部は、かんたん決済管理番号決済手段の優先使
用からクレジットカード番号決済手段を優先的に使用するように設定する前記（４）のク
レジット管理システム。
（６）
　前記決済手段選択部は、前記発行・発送処理部がクレジットカードを発送してから所定
日数が経過したとき、かんたん決済管理番号決済手段の優先使用からクレジットカード番
号決済手段を優先的に使用するように設定する前記（２）のクレジット管理システム。
（７）
クレジットカード発行会社の代わりに決済の代行を行う代行社側に設けられ、前記基幹サ
ーバーと加盟店端末に接続された代行社サーバーを更に備えている前記（１）～（６）の
いずれかのクレジット管理システム。
（８）
　前記顧客端末が、多機能携帯電話機である前記（１）～（７）のいずれかのクレジット
管理システム。

 
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のクレジット管理システムにおいは、上記したような構成であるので、申し込ん
だクレジットカードの受取がない場合であっても、上記かんたん決済を用いて決済を行う
ことができ、顧客にとっては利便性が高く、店舗側に取っては販売促進に繋がるという利
点がある。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態によるクレジット管理システムの概要を説明するための模式
図である。
【図２】図１に示したクレジット管理システムを用いての決済を行う際の概要を説明する
ための模式図である。
【図３】決済時に、顧客の多機能携帯電話機のモニターに表示される決済選択画面である
。
【図４】決済時に、顧客の多機能携帯電話機のモニターに表示される決済手段選択画面で
ある。
【図５】決済時に、顧客の多機能携帯電話機のモニターに表示されるかんたん決済ログイ
ン画面である。
【図６】決済時に、顧客の多機能携帯電話機のモニターに表示されるクレジットカード受
取確認画面である。
【図７】決済時に、顧客の多機能携帯電話機のモニターに表示されるクレジットカード決
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済ログイン画面である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の実施の形態によるクレジット管理システムに付
いて説明する。
　図１は、本発明の実施の形態によるクレジット管理システムの模式図である。
【００１１】
　本クレジット管理システムは、クレジットカード申込み・使用時に用いる顧客端末であ
る多機能携帯電話機１０、クレジット管理システムの基幹サーバー３０、およびこのクレ
ジット管理システムの加盟店である店舗側の加盟店端末６０を備える。
前記顧客端末は、前記の多機能携帯電話機の他、通常のパソコン、タブレット型パソコン
等であってよい。
【００１２】
　前記多機能携帯電話機（以下、端末と称することもある）１０は、電話機中央演算回路
１２、タッチパネル等である入力手段１４、カメラである撮像手段１６、多機能携帯電話
機保持者の漢字氏名、端末ＩＤ、携帯電話番号、携帯メールアドレス等を記憶した主メモ
リ１８、クレジットカード申込みアプリケーション用メモリ２０、メール用アプリケーシ
ョンを記憶し、信号の送受信を行う送受信手段２２およびモニター２４を備えている。な
お、前記送受信手段２２は、送信手段と受信手段が別個に構成されていても良い。そして
、前記モニター２４は、タッチパネルとなっていて、入力手段の機能をも果たす。前記メ
ール用アプリケーションは、前記送受信手段２２とは別個のメモリに記憶させてもよい。
【００１３】
　前記基幹サーバー３０は、システムセンター内にあって完全にセキュリティが保たれて
いる。この基幹サーバー３０は、クレジットカード申込用アプリケーションを記憶したア
プリケーションデータメモリ３１、クレジットカード申込用画面データ等を記憶した申込
用画面データ等記憶部３２、自社情報により自動審査を行う自動審査用処理部３４、この
自動審査用処理部３４の自動審査の判断が「可」または「保留」のとき、かんたん決済管
理番号決済の処理を行うためのかんたん決済管理番号を発番するとともに、これに紐付け
て、前記かんたん決済サイトにログインするための顧客ＩＤを生成する顧客ＩＤ等発行部
３６、審査結果回答部４０、外部自動審査用処理部１００に審査照会を行う外部照会部４
２、外部自動審査結果回答部４４およびカード発行データ生成部４６を備えている。
【００１４】
　前記カード発行データ生成部４６は、カード番号やカードの有効期限等を生成あるいは
決定するものであり、このカード発行データ生成部４６には、このカード発行データ生成
部４６からの諸データを受け、そのデータに基づいてクレジットカードジットカードを実
際に発行するカード発行装置１２０が接続されている。
【００１５】
　前記加盟店端末６０は、前記顧客端末１０および基幹サーバー３０の間に介在し、これ
らの間でデータおよび情報のやりとりの中継を行う送受信手段６２、この送受信手段６２
からデータや情報を受けて、演算や一時記憶を行う演算回路６４、およびこの演算回路６
４に接続され、前記顧客端末１０から操作できるｅコマース用アプリケーションを記憶す
るｅコマース用アプリ記憶回路６６、および電子決済のためのアプリケーションを記憶す
る決済アプリ記憶回路６８を備えている。
　この決済アプリ記憶回路６８に記憶された電子決済のためのアプリケーションは、顧客
端末１０のモニター２４に当該クレジットカード申込用のバナーＣＢ（図３）を表示する
ためのプログラムを備えている。顧客は、自身の顧客端末１０のモニター２４に表示され
たクレジットカード申込用バナーからクレジットカードの発行の申込みを行える。なお、
前記クレジットカード申込用のバナーＣＢは、上記の他、加盟店サイトのいろいろなペー
ジ（トップページ、会員専用ページなど）に表示させておいても勿論よい。
【００１６】
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　次に、以上説明したクレジット管理システムを用いての、実際のクレジットカード発行
用審査について説明する。
　前記多機能携帯電話機１０は、そのモニター２４に表示されたクレジットカード申込用
バナーＣＢを介しての顧客の操作により、中央演算回路１２からのメールでの指示で、送
受信手段２２を介して、基幹サーバー３０のアプリケーションデータメモリ３１からクレ
ジットカード申込用アプリケーションを受け、このアプリケーションをアプリケーション
用メモリ２０に記憶する。
【００１７】
　顧客が前記多機能携帯電話機１０においてクレジットカード申込用アプリケーションを
起動すると、前記多機能携帯電話機１０の電話機中央演算回路１２は、前記メモリ２０か
ら読み出したクレジットカード申込用アプリケーションにより、先ず、前記モニター２４
に、顧客の属性およびパスワードを入力するための欄を備えた画面を表示する。
【００１８】
　顧客（申込者）がこの画面から前記顧客の属性およびパスワードのデータを入力しての
メールによるカード申込みを行ったとき、前記基幹サーバーは、前記メールを受信し、前
記メールアドレスデータをメールデータ記憶手段４７に記憶させると共に、前記自動審査
用処理部３４をして、自動審査を行う。この自動審査の判断が「可」または「保留」のと
き、顧客ＩＤ等発行部３６をして、前記かんたん決済を行うための顧客ＩＤを発行し、そ
の後、審査結果回答部４０をして、審査結果回答メッセージを作成させ、それを前記多機
能携帯電話機１０に送信（ｅメール）する。これに先立って、あるいは、これと同時に、
顧客ＩＤ等発行部３６では、基幹サーバー３０内部でのかんたん決済管理番号決済の処理
を行うためのかんたん決済管理番号を発番する。前記顧客ＩＤは、このかんたん決済管理
番号と紐付けられている。
【００１９】
　ここで、かんたん決済サイトとは、主として正式なクレジットカード発行前に、前記パ
スワードと前記顧客ＩＤの入力のみでログインし、決済を実行できる決済サイトで、クレ
ジットカード番号決済手段による決済（クレジットカード番号決済＝クレジットカードを
用いての通常の決済同じ決済）と、かんたん決済管理番号決済手段による決済（かんたん
決済管理番号決済＝利用限度額が、クレジットカードの利用限度額より低く（例えば、ク
レジットカードの利用限度額が５０万円の時に、かんたん決済の限度額は５万円のように
）設定されていたり、使用回数の制限（例えば、１回限り）や一回払いのみである等の使
用制限が設定される）のいずれかの決済手段による決済を行うためのサイトである。
　前記基幹サーバー３０には、このかんたん決済を行うためのコンピュータープログラム
等が格納されたかんたん決済処理部３８を備えている。このかんたん決済処理部３８には
、前記かんたん決済管理番号決済を実行するためのかんたん決済管理番号決済手段３８１
およびクレジットカード番号決済を実行するためのクレジットカード番号決済手段３８２
が接続されている。
なお、クレジットカード番号決済手段３８２前記基幹サーバー３０は、勿論、通常のクレ
ジットカード決済を行うためのコンピュータープログラム等が格納されたクレジットカー
ド決済手段３９を備えている。前記クレジットカード番号決済手段３８２は特別に設けず
、このクレジットカード決済手段３９で代行してもよい。
　本クレジット管理システムにおいては、クレジットカード発行の申込みをして、その申
込みが「可」の通知があってから実際のクレジットカードが手許に届くまでは、前記かん
たん決済のかんたん決済管理番号決済が適用されて、クレジットカードが実際に発行され
ていなくとも後払い決済で買い物が可能である。クレジットカードが実際に発行され、顧
客の手許に届いた後には、所定の手続をすることにより、前記かんたん決済処理部３８に
より、クレジットカードが顧客に届いたことを確認して、決済方法をかんたん決済管理番
号決済からクレジットカード番号決済に切り換えて、クレジットカード本来のサービスが
行えるようにする。
【００２０】
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　前記自動審査において、カード発行を承認したとき、外部審査照会部４２は、外部審査
機関１００の外部自動審査用処理部１０２に当該審査を照会し、この外部審査が「可」の
とき、すなわち、クレジットカードの発行が承認の場合には、カード発行データ生成部４
６をして、カードへの格納事項やインボス事項等のカード発行データを生成させ、前記承
認番号に紐付けてそれをカード発行データ記憶手段５０に記憶させておく。同時に、審査
結果回答部４４をして、実際のクレジットカードの発行およびそのクレジットカードが郵
送される旨の通知を、顧客端末１０に行うことが好ましい。
　なお、外部審査機関での審査は、人的審査部１０２において、人的審査を重ねて行って
もよい。
【００２１】
前記クレジットカード発行データは、郵送カード発行装置１２０に送信され、この郵送カ
ード発行装置１２０は、上記クレジットカード発行データに基づき実際のクレジットカー
ドを発行し、顧客に郵送するようにする。
【００２２】
　前記顧客ＩＤ等発行部３６が生成した顧客ＩＤやかんたん決済管理番号は、基幹サーバ
ー３０の内部に配置されるか、または該基幹サーバーに接続されて配置されても良い顧客
ＩＤ等記憶手段４８に記憶される。
【００２３】
　郵送カード発行データ生成部４６が作成した郵送カード発行データは、基幹サーバー３
０の内部に配置されるか、または該基幹サーバーに接続されて配置されても良いカード発
行データ記憶手段５０に記憶される。
【００２４】
　前記クレジットカード発行データはカード番号を有しており、このカード番号は、前記
かんたん決済管理番号とは異なっている。
【００２５】
　前記の審査結果の情報データは、審査情報データファイル５２に記憶される。
【００２６】
　次に、図２等を参照して、かんたん決済、決済方法の選択、およびかんたん決済におけ
る、かんたん決済管理番号決済からクレジット番号決済への切り替えを説明する。なお、
この決済においては、加盟店端末６０と基幹サーバー３０の間に、決済代行社の代行社サ
ーバー１１０が介在して行われるものとする。この代行社サーバー１１０は、かんたん決
済サイト１１２およびクレジット決済サイト１１４を備えている。
なお、上では説明しなかったが、基幹サーバー３０は、データの送受信を行う送受信手段
３３を備えている。
【００２７】
　以上において、顧客が顧客端末１０を介して加盟店のｅ－コマースで買い物を行い（ｅ
－コマースアプリを用いて行う）、〇〇〇クレジットカード会社のサイトで決済を行うこ
とを選択すると、加盟店ＰＣ６０の決済アプリ記憶回路６８に記憶された決済アプリによ
り、顧客端末１０のモニター２４に図３に示したような「決済方法選択画面」２４Ａが表
示される。この決済方法選択画面には、例えば、「現金」、「クレジットカード払い」お
よび「かんたん決済」の別を選択するラジオボタンＡ１、Ａ２、Ａ３、および選択決定ボ
タンＡ４を備えている。この例では、かんたん決済をこの画面に表示するようにしたが、
クレジットカード会社のサイトに入力したときに表示するようにしてもよい。
【００２８】
　前記の選択画面で、クレジットカード決済のラジオボタンＡ２を選択し、選択決定ボタ
ンＡ４をクリックすると、今度は、図３に示した「決済画面」２４が表示される。この画
面には、〇〇〇クレジットカードの申込用バナーＣＢも表示されるようにしておくのが好
ましい。
【００２９】
　前記の選択画面で、かんたん決済のラジオボタンＡ３を選択し、選択決定ボタンＡ４を
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クリックすると、今度は、図５に示した「かんたん決済ログイン画面」２４Ｂ（以下の説
明における画面のデータは基幹サーバー３０の図２に示したカード受取確認画面データ等
記憶手段４９に記憶されているものである）が表示される。このかんたん決済ログイン画
面２４Ｂは、前記顧客ＩＤを入力するためのＩＤ入力欄Ｂ１、前記パスワードを入力する
パスワード入力欄Ｂ２および実際のログインのためのログインボタンＢ３を備えている。
【００３０】
　前記かんたん決済ログイン画面２４Ｂにおいて、ＩＤ入力欄Ｂ１、パスワード入力欄Ｂ
２に所定事項を入力し、ログインボタンＢ３をクリックすると、今度は、図６に示した「
クレジットカード受取確認画面」２４Ｃを表示する。このクレジットカード受取確認画面
２４Ｃは、クレジットカード番号入力欄Ｃ１、既受取確認ボタンＣ２および未受取確認ボ
タンＣ３を備えている。
【００３１】
　ここで、顧客がクレジットカードを受け取っておらず、顧客が未受取確認ボタンＣ３を
クリックすると、そのままかんたん決済管理番号決済手段３８１によりかんたん決済管理
番号決済が行われる。
【００３２】
　一方、顧客がクレジットカードを既に受け取っていた場合には、顧客によって、既受取
確認ボタンＣ２がクリックされるが、その前提として、クレジットカード番号入力欄Ｃに
クレジットカード番号を入力して貰う。このクレジットカード番号をクレジットカード番
号の一部であっても良く、例えば、下４桁が指定される。
【００３３】
　前記決済方法判定部５６は、顧客ＩＤとクレジットカード番号入力部に入力されたクレ
ジットカード番号に基づき、顧客がクレジットカードを正式に受け取ったかを判断し、こ
の判断がＹＥＳのとき、決済方法をかんたん決済管理番号決済手段３８１による決済から
クレジットカード番号決済手段３８２による決済に切り換える（優先順位の切り替えを行
っても良い）。
【００３４】
　本クレジット管理システムにおいては、図７に示したクレジット決済画面２４Ｄにおい
て、最初に、カード番号入力欄Ｄ１および有効期限入力欄Ｄ２へのデータの入力によって
、クレジットカード決済処理を行う場合にも、このような決済方法の切り替えが行われる
。
あるいは、前記決済方法判定部５６にタイマーを設けておき、例えばクレジットカード発
行等の起点から所定時間経過したのち、自動的に切り換えたり、または、当該クレジット
カードが自社カードの場合には、会員のみのキャンペーン等のお知らせ等も行う会員専用
サイトやｅコマース部門ためのｅコマースサイトをもっている場合があるが、このサイト
ログインする際に、クレジットカード番号の入力が必須の場合には、これらの会員専用サ
イトやｅコマースサイトに最初にログインしたとき前記切り替えが行われるようにしても
よい。
【００３５】
　このようにかんたん決済管理番号決済からクレジットカード番号決済に切り替わること
により、利用上限額が大きくなるとともに、支払方法（一回払いの他、分割払い、リボル
ビング払い、ボーナス併用払い等）の自由度が増し、顧客が本来のクレジットカードの利
点を享受できる。
【００３６】
　なお、本クレジット管理システムにおいては、顧客が前記かんたん決済のサイトにログ
インしても、決済サイトがクレジットカード決済に切り替わった場合、あるいは切り替わ
っていた場合は、クレジットカード決済によって決済される。これにより、クレジットカ
ード決済の場合には、ポイントが付与される場合には、その特典を享受できる。
【符号の説明】
【００３７】
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　１０　多機能携帯電話機
　１２　中央演算回路
　１４　入力手段
　１６　撮像手段
　１８　主メモリ
　２０　アプリケーション用メモリ
　２２　送受信手段
　２４　モニター
　３０　基幹サーバー
　３１　アプリケーションデータメモリ
　３２　クレジットカード申込用画面データ等記憶部
　３４　自動審査用処理部
　３６　顧客ＩＤ等発行部
　３８　かんたん決済処理部
　４０　審査結果回答部
　４２　外部照会部
　４４　審査回答部
　４６　カード発行データ生成部
　４８　顧客ＩＤ等データファイル
　５０　カード発行データファイル
　５２　審査情報データファイル
　１００　外部自動審査処理部
　１０２　人的審査処理部
　３８１　かんたん決済管理番号決済手段
　３８２　クレジットカード番号決済手段
【要約】　　　（修正有）
【課題】クレジットカードが手許に無くとも、あたかもクレジットカード払いのように後
払いが可能なクレジット管理システムを提供する。
【解決手段】クレジット管理システムにおいて、通常のクレジット利用限度額でのクレジ
ットカード番号決済を行うクレジットカード決済手段と、かんたん決済管理番号を利用し
てかんたん決済管理番号決済を行う、クレジット利用限度額より低い額に設定されたかん
たん決済管理番号決済手段を有し、顧客ＩＤとパスワードを用いてログインするかんたん
決済サイトを備えた基幹サーバーと、決済手段選択サイトを備えた加盟店端末と、顧客端
末を備える。基幹サーバーは、顧客がかんたん決済サイトにログインしたとき、かんたん
決済管理番号決済手段を優先して使用して決済手続を行い、所定の条件が整ったとき、ク
レジットカード番号決済手段を優先的に使用するように設定する決済手段選択部を備えて
いる。
【選択図】図２
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